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Ⅰ 平成３０年度 さいたま市学習状況調査の概要 

 

１ 調査の目的 

（１）各学校は、自校の教育の成果と課題について、市全体の状況を基に、継続的かつ多面的に把握・分析

し、教育課程の編成に生かすとともに、「さいたま市小・中一貫教育」を踏まえ、教育指導の工夫改善に

取り組む。 
（２）児童生徒は、自らの学力面の伸びや課題及び生活面の成長や課題を継続的に把握し、理解することで、

よりよい学習習慣や生活習慣の確立のために生かす。 
（３）さいたま市教育委員会（以下、「教育委員会」という。）は、児童生徒の学習や生活状況について、継

続的かつ多面的に把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。さらに、そのよう

な取組を通じて、学校における教育指導の継続的な工夫改善サイクルを確立する。 
 
２ 調査の対象 

（１）さいたま市立小・中・特別支援学校の原則として各学年の全児童生徒を対象とする。なお、これ以降、 
小学校及び特別支援学校小学部を「小学校」、中学校及び特別支援学校中学部を「中学校」と示す。 

（２）「学力に関する調査」は小学校第３学年から中学校第３学年まで、「生活習慣等に関する調査」は全学 

年で実施する。 

（３）特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査の対象となる教科 
について、以下に該当する児童生徒は、調査の対象としないことを原則とする。 
ア 下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 
イ 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容の指導を受けている児童 
生徒 

（４）日本語指導が必要な児童生徒については、原則として、他の児童生徒と同様の授業を受けている場合、 
調査の対象とする。ただし、取出し指導を受けているなどの事情がある場合は、当該教科を調査の対象 
としないことを可能とする。 

 

３ 調査実施日等 

（１）調査実施日は、平成３１年１月９日(水)とする。 

（２）小学校第１、２学年の「生活習慣等に関する調査」は、各学校の状況に応じて調査用紙の家庭への配 

付日を決定し、適切な回収期間を設定して実施する。 

（３）小学校第３～６学年及び中学校における「生活習慣等に関する調査」は、各学校の状況に応じて別日

に行うことを可能とする。ただし、学校または学年で実施日を統一して実施する。 

 

４ 調査の内容 

（１）実施教科・時間・順序については、表１、２のとおりとする。 
＜表１＞    数字は調査に要する時間を示す。（単位：分） 

調査対象 
「学力に関する調査」 教科・時間・順序 

「生活習慣等に 
関する調査」 １校時 ２校時 ３校時 ４校時  

国語 算数 社会 理科  

小 
学 
校 

第１学年      

３０ 

第２学年      
第３学年 ２０ ２０    
第４学年 ２０ ２０    
第５学年 ４０ ４０ ４０ ４０  
第６学年 ４０ ４０ ４０ ４０  
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＜表２＞    数字は調査に要する時間を示す。（単位：分） 

調査対象 
「学力に関する調査」    教科・時間・順序 ※ 「生活習慣等に 

関する調査」 
１校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 

３０ 中 
学 
校 

第１学年 
国語 数学 理科 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｽﾀﾃﾞｨ

（英語） 
社会 

５０ ５０ ５０ ５０ ５０ 

第２学年 
国語 数学 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｽﾀﾃﾞｨ 

（英語） 
社会 理科 

５０ ５０ ５０ ５０ ５０ 

第３学年 国語 数学 社会 理科 英語 

５０ ５０ ５０ ５０ ５０ 
※ 第１、第２学年の「グローバル・スタディ」（英語）及び第３学年の英語の調査は、リスニングテストを含むため、 
学年により実施順序を変えることとする。なお、網掛けは中学校長会主催の「さいたま市学力検査」を示す。 

 
（２）調査事項 
  ア 「学力に関する調査」 
  （ア）小学校第３学年から中学校第２学年までの出題範囲は、「さいたま市小・中一貫教育」カリキュラ 

ムに示された年間指導計画例を基本として、当該学年の１１月までの指導事項を原則とする。 
（イ）出題の内容は、これまでの「さいたま市学習状況調査」及び「全国学力・学習状況調査」の課題 

に関わる内容を含め、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 
① 当該学年及び前学年までの知識・技能等を中心とした出題（基礎問題） 
② 当該学年及び前学年までの知識・技能等を実生活の様々な場面で活用する出題（活用問題） 
③ 課題解決に向けて思考し、判断する力、表現する力等に関わる内容の出題（チャレンジ問題） 

（ウ）出題の形式については、記述式の問題を一定割合で導入する。 
（エ）中学校第３学年については、「平成３０年度 さいたま市学力検査実施要項」及び「平成３０年度 

さいたま市学力検査問題作成要領」に基づく。 
イ 「生活習慣等に関する調査」 
（ア）学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等について、調査する。ただし、個人の思想や信 

条等に踏み込んだ質問項目は設定しない。 

（イ）調査に要する時間は表１、２に示した時間を原則とするが、各学校・各学年の状況に応じて適切 

な時間を充てるものとする。 
 
（３）「さいたま市小・中一貫教育」に基づき、各教科において指導事項の定着状況を把握するために、複数 

学年で同一あるいは類似の問題を出題している。国語科については、以下の表のとおりである。 

 

調査問題の概要 出題した学年と問題番号 備考 

主語と述語の関係 

小３１問二、小４１問二 

小５１問二 問三、小６１問二 問三 

中１５１、中２５１ 

類似問題 

文章を的確に読む 
小５３、小５⒑、小６９ 

中１２、中２２ 
類似問題 
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国語科の調査問題について、小学校第３学年から中学校第２学年まで、以下の

内容を掲載しています。「さいたま市小・中一貫教育」の観点からも、小・中学

校それぞれの内容を日々の学習指導に役立ててください。 

１ 調査問題【出題の趣旨】 

大問ごとに、出題の意図や趣旨を示しています。特記すべき事項のあるものについて

は、ここに示しています。 

 

 

２ 調査問題一覧表 

 設問ごとに、問題の種類、学習指導要領の領域等、評価の観点、設問のねらい、市

の正答率を示しています。 

 

 

３ 特徴的な問題と解説 

平成３０年度調査において、特徴的な問題を取り上げ、出題の趣旨、指導のポイント

を示しています。 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

１
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

一 漢字 

漢字を正しく読み、正しく書く力は、文や文章を理解したり表現し

たりするために必要な知識であり、漢字を含む語彙の充実を図る上で

も重要である。ここでは、「お礼の手紙」の中で使う漢字を考える場面

を設定した。なお、「親切」は、小 3～小６でも出題している。 

二 主語と述語 

 本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかどうかをみ

る問題である。主語と述語は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く最も

基礎的な事項であることから、平成２９年度（正答率は 77.2％、

69.6％）同様、今年度も出題した。なお、類似の問題を小 3～小６で

も出題している。 

三 主語と述語 

「主語と述語の関係の理解」については、毎年課題となっているた

め、平成２７年度の全国調査Ａ２を参考に、出題形式を変えた問題を

作成した。なお、類似の問題を小 3～小６でも出題している。 

２
書
く
こ
と 

お礼の手紙 

を書く 

本問題は、相手や目的に応じて、敬体と常体との違いに注意して書

くことができるかどうかをみる問題で、平成２７年度市調査【小３】（正

答率は 65.7％）を参考に作成した。ここでは手紙を出す相手が、敬体

を使って文章を書かなければならない目上の人であるということ、教

えてもらったお礼の気持ちを伝えるということを押さえ、適切に書く

力が求められる。 

３
話
す
こ
と 

・
聞
く
こ
と 

学級文集の 

タイトルを 

話し合う 

本問題は、互いの考えを聞き、考えの共通点や相違点を整理しなが

ら、進行に沿って話し合うことができるかどうかをみる問題であり、

平成２９年度の全国調査Ａ１を参考に作成した。ここでは、グループ

で話し合ったことを学級全員に伝えるため、各グループの報告者がど

のようなことを報告しているかを捉える力が求められる。 

４
書
く
こ
と 

「今、夢中にな

っていること」

についての 

紹介文を書く 

本問題は、段落相互の関係などに注意して文章を構成できるかどう

かをみる問題で、平成２９年度市調査【小３】（正答率は 83.4％）を

参考に作成した。ここでは、４つの段落に分けた原稿や紹介文の内容

と４枚のカードの内容とを対応させ、文章を構成する力が必要である。

なお、類似の問題を小４でも出題している。 

５
書
く
こ
と 

転校した 

友達に 

はがきを書く 

本問題は、はがきの表書きに必要な事柄の順序を考えて書くことが

できるかどうかをみる問題である。そのために、転校した友達にはが

きを書く場面を設定した。はがきが相手に確実に届くようにするため

には、はがきの表に右側から縦書きで「相手の住所」、「相手の名前」、

「自分の住所」、「自分の名前」の順序で書くことを理解している必要

がある。なお、同一の問題を小４でも出題している。 

６
読
む
こ
と 

３まいの絵 

を使って 

読み聞かせ 

をする 

本問題は、登場人物の行動を基にして、場面の移り変わりを捉える

ことができるかどうかをみる問題である。そのために、【『どうするテ

ィリー?』の一部】を【３枚の絵】を使って、１年生に読み聞かせをす

る場面を設定した。ここでは、登場人物の行動や場面が変化したこと

が分かる言葉や文を見付けながら読む力が求められる。 

※全国学力・学習状況調査の平均正答率は、さいたま市の平均正答率を示している。 
本書では、調査名について、略称を用いている。 

略称 調査名 

平成○年度全国調査 平成○年度 全国学力・学習状況調査 

平成○年度市調査【小○】【中○】 平成○年度 さいたま市学習状況調査 小○国語 中○国語 

 

ⅰ 小学校第３学年 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に

関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（
％
）

無
解
答
率
（
％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【
学
年
】

正
答
率
（
％
）

出
題
学
年

正
答
率
（
％
）

1一ア ○ ○ ○ 選 57.9 1.6
小４
小５
小６

69.7
76.5
86.6

1一イ ○ ○ ○ 選 69.0 2.2

1一ウ ○ ○ ○ 選 81.8 2.0

1一エ ○ ○ ○ 選 68.4 2.1

1一オ ○ ○ ○ 選 75.7 2.7

1二ア ○ ○ ○ 選 77.9 8.0
H29市

【小３】 77.2 小４ 85.8

1二イ ○ ○ ○ 選 56.9 8.2
H29市

【小３】 69.6 小４ 76.1

1三ア ○ ○ ○ 選 87.4 2.6 小４ 92.0

1三イ ○ ○ ○ 選 81.6 2.6 小４ 87.3

2 ○ ○ ○ 選 87.3 2.8
H27市

【小３】 65.7

3 ○ ○ ○ ○ 選 47.5 4.4
H29全国
【小６】 69.3

4 ○ ○ ○ 選 78.8 6.4
H29市

【小３】 83.4

5 ○ ○ ○ 選 42.7 9.0 小４ 52.8

6絵2 ○ ○ ○ ○ 選 69.2 19.4

6絵3 ○ ○ ○ ○ 選 55.7 20.4

２　調査問題一覧表【設問別】                  

設問番号 設問のねらい

問題 学習指導要領の領域等 評価の観点

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

文を構成する主語と述語の関係を捉
えることができる。

文を構成する主語と述語の関係を捉
えることができる。

複数学年での出題

当該学年までに配当されている漢
字を文の中で正しく使うことがで
きる。（親）

当該学年までに配当されている漢
字を文の中で正しく使うことがで
きる。（遠）

当該学年までに配当されている漢
字を文の中で正しく使うことがで
きる。（聞）

当該学年までに配当されている漢
字を文の中で正しく使うことがで
きる。（気）

当該学年までに配当されている漢
字を文の中で正しく使うことがで
きる。（外）

市 過去同一問題等

相手や目的に応じて、敬体と常体と
の違いに注意して書くことができる。

段落相互の関係などに注意して文章
を構成することができる。

はがきの表書きに必要な事柄の順
序を考えて書くことができる。

互いの考えを聞き、考えの共通点や
相違点を整理しながら、進行に沿っ
て話し合うことができる。

登場人物の行動を基にして、場面の
移り変わりを捉えることができる。

登場人物の行動を基にして、場面の
移り変わりを捉えることができる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 

指導のポイント 

１ 学習した漢字を日常生活の中で使おうとする習慣を身に付ける 

  「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」

の中には「漢字を書くことについては、当該学年の前の学年

に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使おうとする

習慣を身に付けるようにする」とある。 

  漢字の学習では、書き方、部首、意味等を学習し、正しく

書けるかどうかテストを使って確かめるという形式が多く

みられる。しかしながら、テストでは書けるものの、日常の

文の中になると平仮名で書いてしまっていたり、正しく書け

ていなかったりする児童が多い。これは、学習した漢字が「日

常の中で使えるものである」という意識が定着していないこ

とが原因であると考えられる。 

そこで、漢字練習の際は、学習した漢字の書き方のみを練

習するのではなく、新出漢字を使った熟語を調べたり（①）、

文を作ったり（②）するなど、文や文章の中で使うことが意

識できるよう練習方法を工夫したい。また、他教科や日常生

活の中でも、学習した漢字を積極的に使い、漢字を使うこと

を習慣化できるよう意識して指導したい。 

 

２ 漢字辞典や国語辞典を使って漢字の読み方や意味、熟語、同音異義語等を確認する 

  漢字の学習の際には、書き方を確認するだけでなく、漢字辞典や国語辞典を使って新しく学習し

た漢字を使った熟語を調べて語彙を増やしたり、同音異義語を確認したりするなど、漢字のもつ意

味を考えて使う習慣を身に付けられるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」 

・「ひろがる言葉 小学国語 ３上」 教育出版 

問題 （３年）（４年）（５年）（６年）大問１ア～オ 

 本問題は、当該学年の前の学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことが

できているかをみる問題である。そのために、手紙や見学のまとめといった日常で使われる場面

を設定し、その中で漢字を適切に選ぶことができるかを問う問題構成とした。なお、「しんせつ」

は、小３～６年の全ての学年で出題した。 

小学校第３～６学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

【漢字学習の例】 

 （１）漢字の読み方（音読みと訓読み）を確認する。 

 （２）部首を確認する。 

 （３）新しい漢字を使った熟語や言葉を発表する。 

 （４）熟語や言葉の意味を辞書で調べる。 

 ◆同音異義語や熟語の構成、漢字の成り立ち等を確認することによって、言葉の特徴や使い方

に関する事項の学習を定着させることができる。 

② 
① 
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ 登場人物の行動や会話、情景を基にして場面の移り変わりを捉える 

  文学的な文章における「場面」は、時間、場所、登場人物の性格や気持ちの変化などによって

変わることを指導する必要がある。 

  場面の移り変わりは、登場人物の行動や会話、情景などを基に捉えることが大切である。その

ためには、各場面の様子を、登場人物の行動や会話、情景などの叙述を根拠にしながら、的確に

捉えるとともに、場面と場面とを関係付けて読む指導が必要である。 

  具体的には、場面の展開に即して、「いつ」、「どこで」、「だれが」、「なにをして」、「どう思った

か」などを中心に物語のあらすじをまとめることで、場面の移り変わりを捉えることができるよ

うに指導することが考えられる。以下にあらすじをまとめるためのワークシートを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２８年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 大問６ 

 本問題は、登場人物の行動を基

にして、場面の移り変わりを捉え

ることができるかどうかをみる問

題である。そのために、【『どうす

るティリー?』の一部】を【３枚の

絵】を使って、１年生に読み聞か

せをする場面を設定した。ここで

は、登場人物の行動や場面が変化

したことが分かる言葉や文を見付

けながら読む力が求められる。 

小学校第３学年 読むこと 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

１
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

一 漢字 

漢字を正しく読み、正しく書く力は、文や文章を理解したり表現し

たりするために必要な知識であり、漢字を含む語彙の充実を図る上で

も重要である。ここでは、「手紙」の中で使う漢字を考える場面を設定

した。なお、「親切」は、小 3～小６でも出題している。 

二 主語と述語 

 本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかどうかをみ

る問題である。主語と述語は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く最も

基礎的な事項であることから、平成２９年度（正答率は 54.0％、

75.6％）同様、今年度も出題した。なお、類似の問題を小 3～小 6 で

も出題している。 

三 主語と述語 

「主語と述語の関係の理解」については、毎年課題となっているた

め、平成２７年度全国調査Ａ２を参考に、出題形式を変えた問題を作

成した。なお、類似の問題を小 3～小 6 でも出題している。 

２
書
く
こ
と 

オルゴール館の 

しょうかい文

を書く 

本設問は、段落相互の関係などに注意して文章を構成できるかどう

かをみる問題で、平成２９年度市調査【小４】（正答率は 78.8％）を

参考に作成した。ここでは、４つの段落に分けた原稿や紹介文の内容

と４枚のカードの内容とを対応させ、文章を構成する力が必要である。

なお、類似の問題を小 3 でも出題している。 

３
読
む
こ
と 

一 

 

二 

「節分」に 

ついての資料 

を読む 

本問題は、目的に応じて、文章の中から必要な情報を見付けて読む

ことができるかどうかをみる問題であり、平成２９年度全国調査Ａ３

を参考に作成した。ここでは、「何のために調べるのか」、「何について

調べるのか」など、調べる目的に応じて中心となる語や文、段落を適

切に捉えて読む力が求められる。 

４
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

市役所への 

行き方を 

説明する 

本問題は、相手や目的に応じて、事例などを挙げながら筋道を立て

て話すことができるかどうかをみる問題であり、平成３０年度全国調

査Ａ１を参考に作成した。ここでは、相手や目的、場面、状況などに

応じて適切に説明の仕方を工夫する力が求められる。説明の仕方を工

夫するとは、言葉を置き換えること、内容や順序を考えること、相手

の理解の状況を確認しながら説明することなどが考えられる。 

５
書
く
こ
と 

転校した 

友達に 

はがきを書く 

本問題は、はがきの表書きに必要な事柄の順序を考えて書くことが

できるかどうかをみる問題である。そのために、転校した友達にはが

きを書く場面を設定した。はがきが相手に確実に届くようにするため

には、はがきの表に右側から縦書きで「相手の住所」、「相手の名前」、

「自分の住所」、「自分の名前」の順序で書くことを理解している必要

がある。なお、同一の問題を小３でも出題している。 

６
話
す
こ
と 

・
聞
く
こ
と 

田中さんの 

発表に 

質問する 

本問題は、話の中心に気を付けて聞き、質問することができるかど

うかをみる問題である。そのために、「みんながくらしやすいくふう」

について調べたことの発表を聞いて、質問を考える場面を設定した。

ここでは、話し手への質問が、どのようなねらいをもつものであるか

を適切に捉える力が求められる。 

 

 

 

 

ⅱ 小学校第４学年 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に

関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（
％
）

無
解
答
率
（
％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【
学
年
】

正
答
率
（
％
）

出
題
学
年

正
答
率
（
％
）

1一ア ○ ○ ○ 選 71.8 1.0

1一イ ○ ○ ○ 選 64.1 1.5

1一ウ ○ ○ ○ 選 69.7 1.3
小３
小５
小６

57.9
76.5
86.6

1一エ ○ ○ ○ 選 69.4 1.4

1一オ ○ ○ ○ 選 89.6 1.3

1二ア ○ ○ ○ 選 85.8 2.8 小３ 77.9

1二イ ○ ○ ○ 選 76.1 2.9 小３ 56.9

1三ア ○ ○ ○ 選 92.0 1.5 小３ 87.4

1三イ ○ ○ ○ 選 87.3 1.5 小３ 81.6

2 ○ ○ ○ 選 87.8 1.6
H29市

【小４】 78.8

3中林 ○ ○ ○ ○ 選 78.3 2.5

3金田 ○ ○ ○ ○ 選 90.6 2.6

4 ○ ○ ○ 選 79.1 2.7
H30全国
【小６】 90.9

5 ○ ○ ○ 選 52.8 3.5 小３ 42.7

6 ○ ○ ○ ○ 選 67.4 6.3
H24全国
【小６】 65.5

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

段落相互の関係などに注意して文章
を構成することができる。

目的に応じて、文章の中から必要な
情報を見付けて読むことができる。

目的に応じて、文章の中から必要な
情報を見付けて読むことができる。

相手や目的に応じて、事例などを挙
げながら筋道を立てて話すことがで
きる。

文の中の主語と述語の関係を理解
している。

文を構成する主語と述語の関係を捉
えることができる。

文を構成する主語と述語の関係を捉
えることができる。

はがきの表書きに必要な事柄の順
序を考えて書くことができる。

話の中心に気を付けて聞き、質問す
ることができる。

複数学年での出題

当該学年までに配当されている漢字
を文の中で正しく使うことができる。
（温）

当該学年までに配当されている漢字
を文の中で正しく使うことができる。
（屋）

当該学年までに配当されている漢字
を文の中で正しく使うことができる。
（場）

当該学年までに配当されている漢字
を文の中で正しく使うことができる。
（習）

当該学年までに配当されている漢字
を文の中で正しく使うことができる。
（親）

市 過去同一問題等

設問番号 設問のねらい

問題 学習指導要領の領域等 評価の観点

２　調査問題一覧表【設問別】                  

文の中の主語と述語の関係を理解
している。
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特徴的な問題 

 
 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ 段落相互の関係などに注意して文章の構

成を考える力を習得する 

   段落相互の関係に注意して文章の構成を

考えるとは、書く文章の種類や特徴を踏まえ、

段落と段落の関係に気を付けて文章の構成

を考えることである。段落相互の関係として 

は、例えば、考えとそれを支える理由や、考えとそれを具体的に述べる事例といった関係、列挙

された事例同士の関係などがある。書く内容の中心を明確にした上でこうした関係に注意し、文

章の構成を考えることが重要である。また、「冒頭部―展開部―終結部」などの文章の展開や文章

の種類に応じて、それぞれの部分に何を書くのか、それらがどのようにつながるのかを強く意識

して、自分の考えが明確になるように工夫することも重要である。 

 

２ 具体的な事例を挙げて、分かりやすく説明する 

   伝えたいことを相手に分かりやすく説明するためには、伝えたいことの中心を明確にし、その

内容に合った具体的な事例を挙げて書くことが効果的であることを理解できるように指導するこ

とが重要である。その際、具体的な事例とは、エピソードとなるようなまとまったものや、具体

的な本や文章、絵や写真など事物そのものの描写や説明であることを捉えさせることが必要であ

る。その上で、伝えたいことに結び付く自分の経験や学習した事柄を具体的な事例として挙げる

ことが大切であることに気付けるようにする。 

   具体的には、伝えたいことを説明する文章について、具体的な例を挙げて書いたものと挙げて

いないものを提示し、読み比べる学習を行うことが考えられる。比べることで、児童に具体的な

事例を挙げて書いた方が、伝えたいことを相手に分かりやすく説明できることを実感させる。 

   また、具体的な事例を挙げないで書いている文章のみを提示し、児童に、伝えたいことを相手

に分かりやすく説明することができるように改善させる指導も考えられる。具体的な事例を説明

する際には、「例えば～」、「例を挙げると～」、「～などが当たる。」「～を例に挙げて説明する。」

などの表現があることについて指導することが大切である。 

（参照） 
  ・文部科学省「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」 

・国立教育政策研究所「平成 2７年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

小学校 第３・４学年 書くこと 

問題 （３年）大問４（４年）大問２ 

本問題は、段落相互の関係などに注意して

文章を構成できるかどうかをみる問題であ

る。そのために、３年生では、「今、夢中にな

っていることについての紹介文」を書く場

面、４年生では、「オルゴール館についての

紹介文」を書く場面を設定した。ここでは、

４つの段落に分けた原稿や紹介文の内容と

４枚のカードの内容とを対応させ、文章を構

成する力が必要である。 

【３年生出題問題】 
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ ねらいを明確にして質問することを学び、実践する 

   話の中心や話し手の意図を捉えながら聞き、ねらいを明確にして質問することが重要である。

そのためには、話題について興味や関心をもち、聞く目的を明確にしながら聞く場を設定すると

ともに、話の要点や気付いたこと、疑問に思ったことなどをメモにとりながら話を聞くことがで

きるように指導することが大切である。また、低学年では、比較的自由な立場からの質問を許容

すること、中学年以降では、目的や立場を明確にして質問できるよう指導することが重要である。 

   なお、質問する際の観点については、次のようなものが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導事例「質問したいことをカードに書いて整理しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所 「平成２４年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

・国立教育政策研究所「平成２４年度 全国学力・学習状況調査を踏まえた授業アイディア例 小学校」 

２ 書いたカードの内容が、ど

のような観点に即してい

るかを整理する。 

１ ６の【青山さんの発表のは

じめの部分】を聞き、質問し

たい内容をカードに書く。 

 ①まず、教師による全文通読

を聞き、質問したい内容を

カードに書く。 

 ②次に、一文ずつ聞き、さら

に質問したい内容を書く。 

○なぜ、駅を調べようと思ったの
ですか。 

問題 大問６ 

 本問題は、話の中心に気を付けて聞き、質問するこ

とができるかどうかをみる問題である。そのために、

「みんながくらしやすいくふう」について調べたこと

の発表を聞いて、質問を考える場面を設定した。ここ

では、話し手への質問が、どのようなねらいをもつも

のであるかを適切に捉える力が求められる。 

小学校第４学年 話すこと・聞くこと 

言
葉
の
定
義
や

意
味
を
知
ろ
う

と
す
る
質
問 

抽
象
的
な
表
現

を
具
体
化
し
よ

う
と
す
る
質
問 

調
べ
た
目
的
、

理
由
、
背
景
に

つ
い
て
知
ろ
う

と
す
る
質
問 

根
拠
と
な
る
情

報
源
や
活
用
し

た
資
料
を
知
ろ

う
と
す
る
質
問 

話
し
手
の
意
図

や
結
論
を
確
認

し
よ
う
と
す
る

質
問 

自
分
の
経
験
や

意
見
と
比
べ
よ

う
と
す
る
質
問 

自
分
の
理
解
度

を
確
認
し
よ
う

と
す
る
質
問 

【質問する際の観点】 

○なぜ、駅の中のくふうに注目 
しようと思ったのですか。 

○駅の写真は、どのように手に
入れたのですか。 

○「多くの人…」とは、どの資
料をもとにしていますか。 

○「高齢者」とは、どのような人
ですか。 

○「だれもがりようしやすい」と
は、どのような状態ですか。 

○「子どもを連れた人など」の「な
ど」は、どのような人ですか。 

○「家の近くにある駅」とは、何
駅ですか。 

調べた目的、理由、背景につい
て知ろうとする質問 

根拠となる情報源や活用した
資料を知ろうとする質問 

抽象的な表現を具体化しよう
とする質問 

言葉の定義や意味を知ろうと
する質問 

【質問を書いたカードを観点に即して整理している例】 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

１
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

一 漢字 
ここでは、「お礼の手紙」の中で使う漢字を考える場面を設定した。なお、「親

切」は、小3～小６でも出題している。 

二 主語と述語 

 本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかどうかをみる問題で

ある。主語と述語は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く最も基礎的な事項であ

ることから、平成２９年度（正答率は74.0％、46.8％）同様、今年度も出題

した。なお、類似の問題を小3～小6 でも出題している。 

三 主語と述語 

「主語と述語の関係の理解」については、毎年課題となっているため、平成

２７年度の全国調査Ａ２を参考に、出題形式を変えた問題を作成した。なお、

類似の問題を小3～小6 でも出題している。 
２
伝
統
的
な
言
語
文
化 

と
国
語
の
特
質
に 

関
す
る
事
項 

「外郎売」を 

音読する 

本問題は、古文における言葉の響きやリズムを楽しみながら読むことができ

るかどうかをみる問題であり、平成２９年度全国調査Ａ６（正答率は77.4％）

を参考に作成した。ここでは、声に出して読むことで感じられる言葉の響きや

リズムなどについて、楽しみながら読む力が求められる。 

３
読
む
こ
と 

パン屋のチラシ 

を読む 

本問題は、目的や意図に応じて、文章の内容を的確に押さえながら読むこと

ができるかどうかをみる問題であり、平成１９年度全国調査Ｂ４（正答率は

68.6％）を参考に作成した。ここでは、文字や数字、イラストなどがどのよう

な関係で組み合わされているのかを理解し、情報を適切に読む力が求められる。 

４
読
む
こ
と 

一 
 

二 

好きな俳句に 

ついて話し合う 

 本問題は、俳句の情景を捉えることができるかどうかをみる問題であり、平

成２９年度全国調査Ａ４（正答率は79.8％、60.4％）を参考に作成した。こ

こでは、声に出して読みながら、二つの句に共通すること、作者が捉えた情景

や季節感を捉える力が求められる。 

５
書
く
こ
と 

「かるたの遊び方」

を書き直す 

本問題は、書き手の表現の仕方に着目して助言し合うことができるかどうか

をみる問題であり、平成２8年度全国調査Ａ３（正答率は73.6％）を参考に作

成した。ここでは，どのように書き直すと読み手にとって分かりやすい表現と

なるかを考える力が求められる。 

６
書
く
こ
と 

「母は」を 

主語にして 

書きかえる 

本問題は、目的や意図に応じて、表現の効果について確かめたり工夫したり

することができるかどうかをみる問題であり、平成23 年度全国調査Ａ５（実

施無し）を参考に作成した。ここでは、前後の文脈を捉え、わたしと母の関係

を適切に捉えながら、文に書き換える力が求められる。 

７
書
く
こ
と 

学級新聞の 

記事を書く 

本問題は、目的や意図に応じ、必要となる事柄を整理して簡潔に書くことが

できるかどうかをみる問題であり、平成２４年度全国調査Ａ７（正答率は

46.0％）を参考に作成した。ここでは、取材した３つの内容を、学級新聞の記

事のリード文に続けて書く力が求められる。 

８
話
す
こ
と
・ 

 
 
 
 

聞
く
こ
と 

保健委員会 

からの提案を 

聞く 

本問題は、話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめることがで

きるかどうかをみる問題であり、平成２７年度全国調査Ａ３（正答率は

59.9％）を参考に作成した。ここでは、聞き手である高山さんが聞き方をどの

ように工夫しているかを捉える力が求められる。 
９
話
す
こ
と
・ 

 
 
 
 
 

聞
く
こ
と 

質問をする 

ために話し合う 

本問題は、立場や意図を明確にし、情報を整理しながら話し合うことができ

るかどうかをみる問題であり、平成２4年度全国調査Ｂ２（正答率は85.9％）

を参考に作成した。ここでは、出された質問の内容を適切に捉え、それぞれの

まとまりに示されている観点に即して整理する力が求められる。 

９
読
む
こ
と 

一 
 

二 

博物館のちらし 

を読む 

本問題は、目的に応じて、文章の内容を的確に押さえながら読むことができ

るかどうかをみる問題である。ここでは、複数の情報を関係付けながら、文章

を読む力が求められる。なお、同一の問題を小６でも出題している。 

 
 
 

ⅲ 小学校第５学年 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（
％
）

無
解
答
率
（
％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【
学
年
】

正
答
率
（
％
）

出
題
学
年

正
答
率
（
％
）

1一ア ○ ○ ○ 選 85.4 0.6

1一イ ○ ○ ○ 選 74.3 0.5

1一ウ ○ ○ ○ 選 90.9 0.6

1一エ ○ ○ ○ 選 85.3 0.6

1一オ ○ ○ ○ 選 76.5 0.6
小３
小４
小６

57.9
69.7
86.6

1二ア ○ ○ ○ 選 85.6 1.1
H29市

【小５】 74.0 小６ 88.4

1二イ ○ ○ ○ 選 61.4 1.2
H29市

【小５】 46.8 小６ 61.5

1三ア ○ ○ ○ 選 69.3 0.7 小６ 73.2

1三イ ○ ○ ○ 選 87.4 0.7 小６ 89.5

2 ○ ○ ○ 選 74.7 0.6
H29全国
【小６】 71.3

3 ○ ○ ○ ○ 選 80.8 0.4

4一 ○ ○ ○ ○ 選 83.8 0.7
H29全国
【小６】 79.5

4二 ○ ○ ○ ○ 選 54.9 0.8
H29全国
【小６】 57.1

5 ○ ○ ○ 選 70.4 0.7
H28全国
【小６】 67.6

6 ○ ○ ○ 記 65.5 1.9

7 ○ ○ ○ ○ 記 39.1 2.8
H24全国
【小６】 43.7

8 ○ ○ ○ 選 73.6 1.5

9 ○ ○ ○ 選 84.3 2.6
H24全国
【小６】 84.4

10一 ○ ○ ○ ○ 選 51.2 3.1 小６ 62.0

10二 ○ ○ ○ ○ 選 69.5 3.6 小６ 80.3

２　調査問題一覧表【設問別】                 

文を構成する主語と述語の関係を捉え
ることができる。

目的や意図に応じて、文章の内容を的
確に押さえながら読むことができる。

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（満）

設問番号 設問のねらい

問題 学習指導要領の領域等 評価の観点 市 過去同一問題等

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（努）

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（親）

文の中の主語と述語の関係を理解し
ている。

文の中の主語と述語の関係を理解し
ている。

複数学年での出題

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（験）

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（集）

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

文を構成する主語と述語の関係を捉え
ることができる。

古文における言葉の響きやリズムを楽
しみながら読むことができる。

話し手の意図を捉えながら聞き、自分の
考えをまとめることができる。

書き手の表現の仕方に着目して助言し
合うことができる。

目的や意図に応じて、表現の効果につ
いて確かめたり工夫したりすることがで
きる。

目的や意図に応じて、必要な事柄を整
理して簡潔に書くことができる。

立場や意図を明確にし、情報を整理し
ながら話し合うことができる。

目的に応じて、文章の内容を的確に押
さえながら読むことができる。

目的に応じて、文章の内容を的確に押
さえながら読むことができる。

俳句の情景を捉えることができる。

俳句の情景を捉えることができる。
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ 音読することで、古文の楽しさを実感する 

古文や漢文などは、読んで楽しいものであること、自分を豊かにするものであることを実感す

ることができるように指導することが重要である。そのためには、古文や漢文などの文章の解釈

に重点を置くのではなく、できるだけ多くの文章に触れていく中で、自然と興味・関心をもてる

ようにすることが大切である。また、教材は児童が言葉のリズムを実感しながら読めるもの、音

読することによって内容の大体を知ることができるものを選定することが大切である。また、文

語調の文章で作詞されている校歌、各地域に縁のある文人の作品など、児童にとって親しみやす

いものを教材にすることが考えられる。具体的には、本問題のように、音読や暗唱を取り入れる

ことが考えられる。その際、音読することによって味わえるリズムや響きを一層実感することが

できるようにするために、黙読と音読とを交互に行い、その違いに気付くことができるようにす

ることが効果的である。また、児童が選んだ古文を音読して紹介し合い、複数の古文や様々な言

葉のリズムに触れることができるようにすることも考えられる。低学年の段階から、児童の実態

に応じて、教科書に掲載されている作品と関連するものを多く提示し、音読や暗唱をするなどし

て、古文の楽しさを実感できるように、計画的、継続的に指導することが大切である。また、こ

うした関連図書を教室や学年の本棚に置いたり、児童の発達の段階に応じた図書や音声による教

材などの紹介コーナーを学校図書館に設置したりすることも考えられる。 

 

 ２ 古典を解説した文章を活用する 

古典を解説した文章を読むことによって、それぞれの時代における人々がどのようなものの見

方や感じ方をしていたのか、伝統的な言語文化がどのように変遷してきたのかを、生活や文化と

ともに知ることができる。解説の内容を基に、昔の人々の生活や文化など、古典の背景をできる

限り易しく理解させ、昔の人のものの見方や感じ方に関心をもたせたり、現代人のものの見方や

感じ方と比べさせたりして、古典への興味・関心を深めるようにすることが重要である。また、

言語文化への興味・関心を深めるために、能、狂言、人形浄瑠璃、歌舞伎、落語などを鑑賞する

ことも考えられる。 

（参照） 

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」 

・国立教育政策研究所「平成２９年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 （５年）大問２ （６年）大問２ 

 本問題は、古文における言葉の響きやリズムを楽し

みながら読むことができるかどうか（５年）、また、古

文における昔の人のものの見方や感じ方を考えながら

読むことができるかどうか（６年）をみる問題である。

そのために、歌舞伎の作品「外郎売」を音読して、気

が付いたことをまとめる場面を設定した。ここでは、

声に出して読むことで感じられる言葉の響きやリズム

などについて、楽しみながら読む力（５年）、昔の人の

ものの見方や感じ方に関心をもち、現代人のものの見

方や感じ方と比べながら読む力（６年）が求められる。 

小学校第５・６学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

【５年生出題問題】 
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 

 

指導のポイント 

１ 調べたことなどを基に新聞を書く 

   指導の際には、相手や目的に応じて、書く材料の収集や 

選択の仕方、まとめ方などを工夫することが大切である。 

例えば、題材としては、自分が経験したことや身の回りで起きた出来事、学習した内容などを取

り上げることが考えられる。それらを基に新聞を書くためには、紹介や案内、報告などの複数の

種類の文章を編集し、割り付けを工夫した上で、効果的な見出しを付けたり、読者に分かりやす

い記事を書いたりすることができるようにねらいをしぼり指導することが大切である。 

 

分かりやすい記事を書くために… 

 

 

 

 

 

  ねらいをしぼった指導をする   

２ 文の論理を考えて書く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２４年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 小学校 国語」 

・国立教育政策研究所「平成２２年度 全国学力・学習状況調査を踏まえた授業アイディア例 小学校」 

問題 大問７ 

 本問題は、目的や意図に応じ、必要となる事柄を整理

して簡潔に書くことができるかどうかをみる問題であ

る。そのために、学校の書きぞめ大会でのクラスの友達

の活躍を学級新聞の記事に書く場面を設定した。ここで

は、取材した３つの内容を、学級新聞の記事のリード文

に続けて書く力が求められる。 

小学校第５学年 書くこと 

題材は何にしよ

うかな… 

見出しはどう

しよう… 

記事は紹介文で 

書こうかな… 

割り付けをどうしよう…

何のために

書くのか 

（目的意識） 

誰 に 向 け て

書くのか 

（相手意識） 

目的や意図に応じて、伝えたい内容を明

確に伝えるためには、文の論理を考えなが

ら、一文一文を的確につなげて書くことが

重要である。主語と述語の関係や修飾と被

修飾の関係を的確に押さえ、重文や複文に

ついての理解が深まるように指導すること

が大切である。また、事実と意見の関係、

理由や根拠と結論の関係などを的確に押さ

えることも大切である。一文が長くなる場

合においては、適切な接続語を使って二文

に分けるなどして、簡潔に書くことができ

るように指導することが大切である。 
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ 情報を的確に読む力を育てる 

   自分の課題に即して検索し、情報を的確に読むためには、同じ目的や用途をもつ複数の情報を

同じ観点で比較したり、評価したりすることが有効である。この問題で取り上げたチラシのよう

な広告の場合は、「買いたい品物の有無」や「価格の高低」「セール期間」「サービスの内容」など

の観点に着目し、比較したり、評価したりする。そうすることで、情報の妥当性や信頼性を考え

ることができる。こういった能力は、国語科だけでなく、他教科・領域等の調べ学習でも有効で

あり、情報化社会においても必要不可欠と言える。 

 

２ 目的に応じて、文章を図表やグラフなどと関係付けて読む 

   日常生活の中で触れる説明の文章の多くは、図表やグラフなど何らか

の資料を用いて書かれている。目的に応じて文章と図表やグラフなどを

関係付け、的確に読むことができるようにすることは、実生活で生きて

働き、各教科等の学習の基本となる国語の能力を育てることにつながる。 

   具体的には、自分の課題を解決するために、新聞やパンフレットなど

複数の資料から必要な図表などを選び、選んだ図表やグラフから分かる

ことを関係付けて読むことができるように指導することが必要である。

他にも、チラシやカタログ、地図、プログラム、説明書、招待状、作文

や文集など、児童の実生活に結び付いた資料を活用するようにする。そ

の際、例えば、目的や意図に応じて、必要な情報を丸で囲んだり色を付

けたりしてから、矢印等でつなげてまとめるなどが考えられる。また、

必要な情報の大体を付箋紙に書き、整理することも考えられる。 

こうした学習経験は、国語科だけでなく、各教科等の学習で積み重ね

ていくことが重要である。例えば、修学旅行で行く「日光東照宮」での

グループ見学の計画を考える学習活動において、「日光東照宮」の地図や

パンフレットなどを集め、限られた時間内での行動等の条件を考えなが

ら、必要に応じて読み取った情報を関係付け、見学する場所についての

自分の考えをまとめることなどが考えられる。 

 （参照） 

・国立教育政策研究所「平成１９年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 小学校 国語」 

・国立教育政策研究所「平成２８年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 小学校 国語」 

問題 大問３ 

本問題は、目的や意図に応じて、文章の内容を的確に

押さえながら読むことができるかどうかをみる問題であ

る。そのために、田村さんの家に配られたパン屋のチラ

シを読む場面を設定した。ここでは、文字や数字、イラ

ストなどがどのような関係で組み合わされているのかを

理解し、情報を適切に読む力が求められる。 

小学校第５学年 読むこと 

チ
ラ
シ 

新
聞 

地
図 

説
明
書 
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ モデルとしての問題文の活用 

   五・七・五を中心としたリズムの十七音とい

う限られた音数の中に、季節感や風情、作者の

思いなどが、俳句には込められている。繰り返

し音読することで、国語の美しい響きを感じ取

りながら文語の調子に親しむことや、俳句の情

景や作者の思いなどを思い浮かべることができ

るように指導することが大切である。また、児

童が俳句を繰り返し音読しながら、言葉の美し

い響きや俳句のもつリズムに着目して、俳句に

表れている情景や作者の思いなどについて感じ

たことを交流することで、自分が想像したこと

を広げたり深めたりするとよい。 

児童が自分の好きな俳句を選んで調べ、音読

しながら紹介し合う際には、今回出題した問題

文が話合いのモデルとして活用できる。 

短歌や俳句の指導に当たっては、児童の発達

段階に応じた教材を選定するとともに、各地域

にゆかりのある歌人や俳人、地域の景色を詠ん 

だ歌や句などを教材として開発することなども有効である。 

 

２ 「ウェビング図」「言葉の木」の活用 

高学年においては、それまでの学習経験を踏まえて、短歌や俳句をつくるという学習を行うこ

とが考えられる。特に俳句をつくる際には、歳時記や季寄せを参考にして、自分が使ってみたい

季語を集めたり、様々な俳句を音読をしたりしながら、自分が句にしたい題材を探すことも考え

られる。ウェビング図を活用してイメージを広げたり、「言葉の木」などを参考にし言葉を吟味し

たりする活動を取り入れることも大切である。 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２９年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 大問４  

 本問題は、俳句の情景を捉えることができる

かどうかをみる問題である。そのために、好き

な俳句をグループで選び、俳句について考えた

ことを交流する場面を設定した。ここでは、声

に出して読みながら、二つの句に共通するこ

と、作者が捉えた情景や季節感を捉えることが

求められる。 

小学校第５学年 読むこと 

西山さんも青木さんも、様子をよく

想像しています。頭の中でちゃんと

映像にしているみたいです。 

俳句をどのように読んで

いますか。 

繰り返し声に出して読んで、音の響

きを楽しんでいる感じがします。 

「ふうはり」とか「にょっぽり」

という言葉に注目しています。 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

１
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

一 漢字 
ここでは、ノートにまとめる際に使う漢字を考える場面を設定した。なお、

「親切」は、小3～小６でも出題している。 

二 主語と述語 

 本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかどうかをみる問題で

ある。主語と述語は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く最も基礎的な事項であ

ることから、平成２９年度（正答率は76.8％、50.9％）同様、今年度も出題

した。なお、類似の問題を小3～小6 でも出題している。 

三 主語と述語 

「主語と述語の関係の理解」については、毎年課題となっているため、平成

２７年度全国調査Ａ２を参考に、出題形式を変えた問題を作成した。なお、類

似の問題を小3～小6 でも出題している。 
２
伝
統
的
な
言
語
文
化 

と
国
語
の
特
質
に 

関
す
る
事
項 

「外郎売」を 

音読する 

本問題は、古文における昔の人のものの見方や感じ方を考えながら読むこと

ができるかどうかをみる問題であり、平成２８年度全国調査Ａ５（正答率は

77.4％）を参考に作成した。ここでは、昔の人のものの見方や感じ方に関心を

もち、現代人のものの見方や感じ方と比べながら読む力が求められる。 

３
読
む
こ
と 

「南町公園案内

図」と「パンフ

レット」を読む 

本問題は、目的に応じて、図と表を関係付けて読むことができるかどうかを

みる問題であり、平成28年度全国調査Ａ５（正答率は93.5％）で出題された

ものである。ここでは、公園案内図とパンフレットにある表から，情報を関係

付けながら読む力が求められる。 

４
読
む
こ
と 

意見や感想の 

書き方を 

考える 

 本問題は、文章の内容を的確に押さえたり、事実と感想、意見などの関係を

押さえたりしながら読むことができるかどうかをみる問題であり、平成２6 年

度全国調査Ａ４（正答率は 77.4％）を参考に作成した。そのために、書き手

の立場に立って投書を読む場面を取り上げた。読み手に対して自分の意図を伝

えるために、どのような工夫をしているかを捉える力が求められる。 

５
読
む
こ
と 

習い事で使う 

筆箱を選ぶ 

本問題は、必要な情報を得るために、効果的な読み方を工夫することができ

るかどうかをみる問題である。ここでは，収集した情報を、複数の条件に照ら

し合わせて読み、条件を満たしているものを選択する力が求められる。 

６
書
く
こ
と 

一 
【体温を上げよう‼ 

キャンペーンの 

手紙】を書く 

本問題は、目的や意図に応じて、文章全体の構成を考えることができるかど

うかをみる問題である。ここでは，「体温を上げよう‼キャンペーン」を実施す

るため、そのキャンペーンを行う理由や、どのようなものかを分かりやすく説

明する必要があることを捉える力が求められる。 

二 

本問題は、目的や意図に応じて、引用をして書くことができるかどうかをみ

る問題である。【『エアコンが体を冷え性に！』の一部】の①から④までの文

の中から、引用するのに最も効果的な文を捉える力が求められる。 

７
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

一 
「六年生を送る

会」の出し物を

討論する 

本問題は、目的に応じて、話合いの観点を整理することができるかどうかを

みる問題である。ここでは、司会として、発言内容をよく聞き、発言内容を聞

き分け、考えの立場や見解を分類・整理する力が求められる。 

二 

本問題は、話の意図を捉えながら聞くことができるかどうかをみる問題であ

る。ここでは、林さんが、丸山さんの主張の中で述べられていない事柄を詳し

く聞き出すという意図で質問していることを捉える力が必要がある。 

８
書
く
こ
と 

実験の報告文 

を書く 

本問題は、文章全体を見通して、書く必要のある事柄を整理することができ

るかどうかをみる問題であり、平成21年度全国調査Ａ４（正答率は【方法】

89.8％、【予想】96.4％、【結果】95.6％）で出題されたものである。ここで

は、読み手に全体の構成や内容を効果的に伝えるために適切な小見出しを考え

る力が求められる。 
９
読
む
こ
と 

一 
 

二 

博物館のちらし 

を読む 

本問題は、目的に応じて、文章の内容を的確に押さえながら読むことができ

るかどうかをみる問題である。ここでは、複数の情報を関係付けながら、文章

を読む力が求められる。なお、同一の問題を小５でも出題している。 

 
 
 

ⅳ 小学校第６学年 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（
％
）

無
解
答
率
（
％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【
学
年
】

正
答
率
（
％
）

出
題
学
年

正
答
率
（
％
）

1一ア ○ ○ ○ 選 86.6 0.2
小３
小４
小５

57.9
69.7
76.5

1一イ ○ ○ ○ 選 54.4 0.4

1一ウ ○ ○ ○ 選 95.6 0.3

1一エ ○ ○ ○ 選 96.4 0.3

1一オ ○ ○ ○ 選 89.9 0.5

1二ア ○ ○ ○ 選 88.4 0.5
H29市

【小６】 76.8 小５ 85.6

1二イ ○ ○ ○ 選 61.5 0.5
H29市

【小６】 50.9 小５ 61.4

1三ア ○ ○ ○ 選 73.2 0.3 小５ 69.3

1三イ ○ ○ ○ 選 89.5 0.3 小５ 87.4

2 ○ ○ ○ 選 74.6 0.2

3 ○ ○ ○ 選 94.2 0.1
H29全国
【小６】 93.1

4 ○ ○ ○ 選 97.2 0.2
H26全国
【小６】 71.9

5 ○ ○ ○ ○ 選 91.1 0.2

6一 ○ ○ ○ ○ 選 78.4 0.3

6二 ○ ○ ○ ○ 選 85.8 0.4

7一 ○ ○ ○ ○ 選 84.3 2.9

7二 ○ ○ ○ ○ 記 79.0 1.0

8 ○ ○ ○ 選 94.2 0.7
H21全国
【小６】 81.5

9一 ○ ○ ○ ○ 選 62.0 1.0 小５ 51.2

9二 ○ ○ ○ ○ 選 80.3 1.1 小５ 69.5

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

目的や意図に応じて、文章全体の構
成を考えることができる。

目的に応じて、話合いの観点を整理す
ることができる。

文章全体を見通して、書く必要のある
事柄を整理することができる。

目的に応じて、文章の内容を的確に押
さえながら読むことができる。

目的に応じて、文章の内容を的確に押
さえながら読むことができる。

目的や意図に応じて、引用をして書く
ことができる。

話の意図を捉えながら聞くことができ
る。

複数学年での出題

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（親）

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（積）

必要な情報を得るために、効果的な読
み方を工夫することができる。

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（整）

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（効）

文を構成する主語と述語の関係を捉
えることができる。

古文における昔の人のものの見方や
感じ方を考えながら読むことができる。

目的に応じて、図と表を関係付けて読
むことができる。

文章の内容を的確に押さえたり、事実
と感想、意見などの関係を押さえたり
しながら読むことができる。

文を構成する主語と述語の関係を捉
えることができる。

当該学年までに配当されている漢字を
文の中で正しく使うことができる。（機）

文の中の主語と述語の関係を理解し
ている。

市 過去同一問題等

設問番号 設問のねらい

問題 学習指導要領の領域等 評価の観点

２　調査問題一覧表【設問別】                  

文の中の主語と述語の関係を理解し
ている。
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ 司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら話合いの観点を整理する 

   目的や意図に応じて計画的に話し合うために、司会は重要な役割をもつ。特に、話し手の発言

を受け止め、適切な観点を明確にしていくことが重要である。そのために司会には、まず発言内

容をよく聞き、考えの中心となることを捉えることができるように指導することが大切である。

さらに、複数の発言内容を聞き分け、考えの立場や見解を分類・整理するなどして、適切な観点

を設定できるよう指導することも大切である。各教科等との関連も図りながら、全員が司会の役

割を経験する機会を設けるなどして、具体的に指導することが重要である。 

   ここでは、司会が話合いの観点を明確にしていく手順と、その手順に応じた司会の内言につい

て、本問に即してまとめた例を次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２８年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校 国語」 

問題 大問７一 

 本問題は、目的に応じて、話合

いの観点を整理することができる

かどうかをみる問題である。その

ために、「６年生を送る会の出し物

を、合唱にするか、合奏にするか」

という議題で討論を行う場面を設

定した。ここでは、司会として、

発言内容をよく聞き、発言内容を

聞き分け、考えの立場や見解を分

類・整理する力が求められる。 

小学校第６学年 話すこと・聞くこと 

発言内容をよく聞き、考えの中心になることを捉える。 
≪司会の内言（例） 

…丸山さんは、合奏の立場だな。その理由は、自分が得意な楽器を練習することができる
から、練習に取り組みやすいと考えているようだ。 

複数の発言内容を聞き分け、考えの立場や見解を分類したり、整理したりする。 
≪司会の内言（例） 

…関口さんは、合唱の立場だな。その理由は、前に発表したとき、家の人がとても感動し
てくれたので、心に残る出し物になると考えているようだ。 

 あれ、心に残る出し物という考え方が、丸山さんと違っているな。 

分類・整理した内容を踏まえて、話合いの観点を示す。 
≪司会の内言（例） 

…平田さんは、合唱の立場だな。その理由は、オルガンや CD プレーヤーがあれば、い
つでもどこでも練習ができることから、練習に取り組みやすいと考えているようだ。 

 あれ、立場は違っても、共通する観点から意見を述べているな。「練習の取り組みやす
さ」で、整理できそうだな。 

ス
テ
ッ
プ
① 

ス
テ
ッ
プ
② 

ス
テ
ッ
プ
③ 
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特徴的な問題 

 
 
出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント 

１ 目的や意図に応じて、文章の構成を考えて書く 

文章を書くことでは、書こうとする文章の種類に応じて、効果を考えながら、読み手にもよく

理解できるように構成する必要がある。その際、自分の考え及び相手の理解が明確になるように、

自分が伝えたい内容と構成の効果を考えることができるように指導することが大切である。具体

的には、目的や意図に応じて、取材の内容や方法を工夫し、書く事柄を収集した上で、その中か

ら、具体的な事実と自分の感想、意見などとを区別しながら必要な内容を整理して書くことがで

きるように指導することが大切である。 

 

指導事例「交流集会について、学校新聞を書こう」 

＜学習の流れ＞ 

① 一番伝えたいことと、伝える相手を話し合い、学習課題を設定する。 

 

 

② 取材をし、記事の内容にあったものを選択する。 

【低学年にインタビューした取材メモ】 

 

 

 

 

 
  

③ 紙面の割り付けを行い、見出しを決め、記事を書く。 

 

 

 

 

 

④ 完成した記事を読み合って、一番伝えたいことが伝わるかどうか相互評価する。 
 
（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２９年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 小学校 国語」 

・国立教育政策研究所「平成２４年度 全国学力・学習状況調査を踏まえた授業アイディア例 小学校」 

小学校第６学年 書くこと 

 本問題は、目的や意図に応じ、文章全体の構成や表現

を工夫して、文章を書くことができるかどうかをみるた

めの問題である。そのために、保健委員会の活動の一環

として、【体温を上げよう!!キャンペーンの手紙】を書く

場面を設定した。ここでは、寒さに負けない体をつくる

ことを呼び掛ける文章の構成を考えること、読み手を説

得するための引用の効果を考えることが求められる。 

下
の
学
年
の
子
が

喜
ん
で
く
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
な
ぁ
。 

３年生に交流集

会のやりがいを

伝えたい！ 

学習課題 ３年生に向けて、交流集会のやりがいを伝える新聞を作ろう 

 

○
○
新
聞 

写真 
低 学 年 の 子 が 楽

し ん で い る 様 子

が 伝 わ る も の が

いいね。 

交流集会のやりがい

を伝えるには、どんな

見出しがいいかな。 

思いやりで広まる笑顔の輪 

問題 大問６ 

今 回は ３ 年 生 に

交 流集 会 の や り

が いを 伝 え た い

から、 と  の

内容を使おう！ 

お兄さんが優しくして

くれてうれしかったな。 

ドッジボールで遊んだ

ことが楽しかったよ。 

ゲームに勝つことがで

きてうれしかった。 

次の交流集会も楽しみ

です。 
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ 系統的・段階的に情報を整理する力を育てる 

   「文章で示された情報を的確に理解し、自分の考えの形成に生かす力」の定着を図るために、

新学習指導要領では、「情報の扱い方に関する事項」が新設された。新学習指導要領に示された「情

報の扱い方に関する事項」についてのキーワードをまとめると以下のとおりになる。 

 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 中学校第１学年 

情報と情報

との関係 
共通、相違、事柄の順序 

考えとそれを支える理由や事例 

全体と中心 
原因と結果 

原因と結果 

意見と根拠 

情報の整理 

 比較や分類の仕方 

必要な語句 

引用の仕方、出典の示し方 

辞書や辞典の使い方 

情報と情報の関係付けの仕方 

語句と語句の関係の表し方 

情報の整理の仕方 

引用の仕方、出典の示し方 

各学年の「情報の扱い方に関する事項」において、重点を置くべき指導内容を明確にし、指導

に当たることが大切である。 

 

２ 比較の仕方を理解し、図などに表して整理する力を育てる    

自分の課題を解決するためには、目的や意図に

応じて、情報を比較しながら自分の考えをつくっ

ていくことが必要である。比較をするための思考

ツールとしては、「二次元表」「ベン図」「座標軸」

などがある。この問題では、たくさんの対象を複 

数の視点で考える必要があるため、「二次元表」を用いると比較しやすくなる。 

   大切なことは、目的や条件によって思考ツールを使い分けることができるようになることであ

る。初期の段階では、教師が適切な思考ツールを用意して問題の解決を行い、だんだんと、子ど

も自らが思考ツールを選んで取り組めるように導きたい。さらに発展して、複数の思考ツールを

組み合わせて使ったり、オリジナルの思考ツールを開発して考えたりすることも考えられる。 

   指導していく中で留意すべき点は、思考ツールはあくまでも情報処理のためのツールであり、

思考ツールを使うことが目的ではないことを伝えることである。 

（参照） 

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」 

・「授業を磨く」東洋館出版社 田村学著 

 大きさ 横にねかせる 安い 

１ ○ ○ × 
２ ○ ×  
３ ×   
４ ○ ○ ○ 

問題 大問５ 

 本問題は、必要な情報を得るために、効果的な読み方

を工夫することができるかどうかをみる問題である。そ

のために、筆箱についての情報をインターネットで収集

し、自分が決めた条件に照らし合わせて筆箱を選ぶ場面

を設定した。ここでは、複数の情報を比べながら、条件

を満たしているものを選択する力が求められる。 

小学校第６学年 読むこと 

【二次元表を使って考えた例】 
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特徴的な問題 

 

出題の趣旨 

 
 
 
 
 

指導のポイント 

１ 目的に応じて情報を関係付けながら必要な情報を得る 

   本や文章などを読む際には、目的に応じて必要な情報を得ることができるように指導すること

が大切である。ちらしやポスター、パンフレットなどを読む際には、一つの箇所だけを見るので

はなく、複数の箇所を見ることによって、必要な情報を得られる場合があることに気付くように

指導することが重要である。例えば、目的に応じてちらしやパンフレットなどに書かれている情

報について下線を引いたり色分けをしたりしながら整理し、それらを関係付けることで得られる

情報について話し合ったり、同じ目的で書かれた複数のちらしやパンフレットなどを読み、情報

の提示方法を比較したりするなどの学習活動が考えられる。 

 

【行く日時を決めることを目的として】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【関係イベントに参加することを目的として】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参照） 

・国立教育政策研究所「平成２８年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」 

 

問題 （５年）大問 10 ニ （６年）大問９ニ 

 本問題は、目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ

ながら読むことができるかどうかをみる問題である。そ

のために、【博物館のちらし】にある関係イベントに参加

できる日付を考える場面を設定した。ここでは、複数の

情報を関係付けながら、文章を読む力が求められる。 

小学校第５・６学年 チャレンジ問題 

来週の金曜日から
展示が始まるから
行きたいな。 

午後９時半から
やっているから、
午前中に行けば、
ゆっくり見られ
そうだな。 

「 月 曜 日 の 放 課
後に…」と思った
けれど、休館日な
のね。 

土曜日の午
後にしか参
加できない
んだな。 

今度の 土曜 日は
何日だったかな。 

午後３時からのイベ
ントだからやっぱり
午後の早い時間に行
くことにしよう。 

木曜日は、午後
3時には帰れる
から、間に合い
そうだな。 

終わった後
も、少し見
学できそう
だな。 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

読
む
こ
と 

１ 文学的な文章 

本問題は、場面の展開、情景描写、登場人物（主人公）の心情や行動

などに注意して読み、内容の理解に役立てることなどを求めている。 

これまでの市調査【中１】１と同様、基礎問題を中心に出題した。 

２ 説明的な文章 

本問題は、文脈の中における語句の意味を的確にとらえたり、文章の

構成をとらえて内容を正確に理解したり、文章の要点を踏まえて記述し

たりすることなどを求めている。 

これまでの市調査【中１】２と同様、基礎問題を中心に出題した。 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

３ 

相手の反応を踏
まえて話すこと 

 本問題は、資料を活用して相手の反応を踏まえて話したり、話の構成

を考えて自分の意見を述べたりすることができるかを問うものである。 

国語の学習と日常生活の様々な場面が密接に結び付いていることを生

徒に意識させ、主体的な学びにつなげるために、「話すこと・聞くこと」

と日常生活とを結び付けた内容を出題した。 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

４ 漢字 

 本問題は、これまでの市調査や全国調査において正答率が低かったも

のを中心に、文脈に即して漢字を正しく書くこと、文脈に即して正しく

漢字を読むことを日常生活の場面と結び付けた文で出題した。 

５ 

主語と述語 

本問題は、主語と述語の関係を理解しているかを問うものであり、こ

れまでの市調査や全国調査において主語と述語の理解に課題がみられた

ため、小学校第３～６学年及び中学校第１、２学年で出題した。 

平成２９年度市調査【中１】【中２】（正答率 76.4％、19.4％） 

接続語 

本問題は、接続語について理解しているかを問うものであり、これま

での市調査や、全国調査において課題がみられたため、中学校第１、２

学年で出題した。 

平成２９年度市調査【中 1】【中 2】（正答率 22.4％、86.5％） 

漢字の筆順 
 本問題は、漢字の筆順について、字形や筆順の原則が身に付いている

かを問うものである。 

歴史的仮名遣い 

本問題は、文語のきまりの中の歴史的仮名遣いについて理解できてい

るかを問うものである。これまでの市調査と同様、確実に身に付けてほ

しい基礎問題を出題した。 

平成２９年度市調査【中 1】【中 2】（正答率 79.2％、83.3％） 

語句の意味 本問題は、慣用句の意味を正しく理解しているかを問うものである。 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

６ チャレンジ問題 

本問題では、さいたま市のこども観光大使としてさいたま市の魅力を 

写真を使ってＰＲする文を書く場面を設定した。ＰＲしたい事柄を、【資

料１】の 4 枚の写真の中から 1 枚を選び、【資料２】のアンケート結果

と関連付けて自分の考えをまとめる（選んだ理由を書く）問題となって

いる。 

平成２７年度市調査【中１】７、平成２８年度市調査【中１】６、平

成 29 年度市調査【中１】６と同様、複数の資料から適切な情報を得て、

自分の考えをまとめる問題を出題した。 

 

 

ⅴ 中学校第１学年 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（
％
）

無
解
答
率
（
％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【
学
年
】

正
答
率
（
％
）

出
題
学
年

正
答
率
（
％
）

1-1 ○ ○ ○ 選 66.3 0.3

1-2 ○ ○ ○ 短 87.3 2.9

1-3 ○ ○ ○ 選 93.7 0.3

1-4 ○ ○ ○ 記 80.5 4.9

2-1 ○ ○ ○ 短 82.2 2.1

2-2 ○ ○ ○ 選 85.0 0.3

2-3 ○ ○ ○ 選 80.5 0.4

2-4 ○ ○ ○ 記 65.1 5.5

3-1 ○ ○ ○ 選 34.9 0.8

3-2 ○ ○ ○ 選 61.9 0.8

H29市
【小６】
【中１】
【中２】

76.5
83.9
76.2

中２ 76.7

3-3 ○ ○ ○ 記 58.6 7.5

4-1 ○ ○ ○ 短 62.4 13.0

4-2 ○ ○ ○ 短 91.3 5.7
◎H29全国
【小６】

77.0

4-3 ○ ○ ○ 短 76.3 5.4

4-4 ○ ○ ○ 短 74.3 3.0

4-5 ○ ○ ○ 短 67.7 2.0
◎H25全国
【小６】 65.0

4-6 ○ ○ ○ 短 95.6 1.6

4-7 ○ ○ ○ 短 93.0 1.8

4-8 ○ ○ ○ 短 97.7 1.0

5-1 ○ ○ ○ 選 69.3 1.1

H27全国
【小６】
H29市

【中１】
【中２】

50.0

76.4
19.4

中２ 32.6

5-2 ○ ○ ○ 短 63.7 2.3

H25全国
【小６】
H28市

【中１】
【中２】
H29市

【中１】
【中２】

28.0

47.9
72.6

22.4
86.5

中２ 68.6

5-3 ○ ○ ○ 短 46.1 0.8
H29市

【中１】
49.6

5-4 ○ ○ ○ 短 78.6 7.2

H28市
【中１】
【中２】
H29市

【中１】
【中２】

79.3
79.5

79.2
83.3

中２ 59.8

5-5 ○ ○ ○ 選 50.0 1.3

6 ○ ○ ○ ○ ○ 記 59.1 2.0

市 過去同一問題等 複数学年での出題評価の観点

相手を意識して自分の考えをまとめ、
論理的に分かりやすく話すことができ
る。

叙述に沿って文章の内容を正確に読み
取ることができる。

文脈に即して漢字を正しく読むことが
できる。（不可欠）

複数の資料から適切な情報を得て、自
分の考えを具体的に書くことができ
る。

主語と述語の関係について理解してい
る。

接続語について理解している。

漢字の筆順を理解し、正しく書くこと
ができる。

歴史的仮名遣いを、現代仮名遣いに直
して読むことができる。

語句の意味を理解し、適切に使うこと
ができる。

２　調査問題一覧表【設問別】                 

文脈に即して漢字を正しく読むことが
できる。（果たした）

登場人物の心情や行動に注意して読
み、内容を理解している。

文章から適切な情報を得て、考えをま
とめることができる。

設問番号 設問のねらい

問題

文脈に即して漢字を正しく読むことが
できる。（採集）

文脈に即して漢字を正しく読むことが
できる。（尊重）

読み取った事柄に基づきながら、登場
人物の心情について説明することがで
きる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

文脈の中における語句の意味を的確に
とらえ、理解することができる。

文章中の内容を整理し、必要な情報を
正しく読み取ることができる。

学習指導要領の領域等

文章における論の展開を正確に読み取
り、適切な接続語を考えることができ
る。

文脈に即して漢字を正しく書くことが
できる。（寒い）

文脈に即して漢字を正しく書くことが
できる。（想像力）

文脈に即して漢字を正しく書くことが
できる。（共有）

文脈に即して漢字を正しく書くことが
できる。（置く）

比喩表現に注意して登場人物の心情を
適切に読み取ることができる。

聞き手に分かりやすく話すために、適
切な資料を効果的に活用できる。

聞き手の反応を踏まえて、話をするこ
とができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

 

【特徴的な問題】 

 問題 １ 加部 鈴子 著『風のヒルクライム ぼくらの自転車ロードレース』より 

 

出題の趣旨 

文学的な文章を読むためには、言葉を手掛かりにしながら文脈をたどり、視点を定めて読むことが

必要であり、そのことによって深い理解や感動が得られる。文章の中の時間的、空間的な場面の展開、

登場人物の心情や行動、情景描写などに注意して読み進めることが大切である。 

本問では、場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、内容を理解することを求めている。 

資料文は、加部鈴子著『風のヒルクライム ぼくらの自転車ロードレース』の一節である。 

なお、平成 2９年度市調査【中１】２と同様、中学校学習指導要領解説「読むこと」の指導事項に 

沿った基礎問題を中心に選択式・短答式・記述式の形で出題した。 

 

指導のポイント 

１．場面の展開や登場人物などの描写に注意して内容を正確にとらえる 

  文学的な文章において、内容を正確にとらえるためには、場面の展開や登場人物などの描写に注

意することが大切である。授業では、意味段落や場面ごとに内容を把握するだけでなく、場面の展

開や心情の変化などに着目しながら文章全体を読んでいくことで、内容の理解が深まることが期待

できる。その際、文学的な文章を読む中で、深い理解や感動が得られるように、以下に示すポイン

トを踏まえ、視点を定めて読むような様々な言語活動を設定し、指導する必要がある。 

（１）言葉を手掛かりにしながら文脈をたどる。 

（２）時間的、空間的な場面の展開を押さえる。 

（３）情景描写や登場人物の言動などから、心情や心情の変化を読み取る。 

 

２．根拠となる描写を明らかにして、文章を解釈する 

文学的な文章を読む際には、目的に応じて場面の展開や登場人物の描写に

注意して読むように指導することが引き続き大切である。例えば、文章全体か

ら登場人物の言動が分かる描写を見付け、それらを場面の展開に即して整理

し、登場人物の相互関係についてまとめるとともに、登場人物の相互関係からそれぞれの人物像や

内面にある深い心情をとらえるなどの学習活動が考えられる。その際、複数の場面や描写を結び付

けて文章を解釈し、他の人の解釈と比較するように指導することも有効である。また、文章の理解

をより深めるために、考えの根拠となった描写を具体的に示すように指導することが重要である。 

また、上記の出題の趣旨にある「視点を定めて読む」とは、例えば「表現の工夫」、「比喩を

用いた表現」など、全員共通の視点や各自で興味をもったことを基にした視点を明確にして読むこ

とである。本を読む際の「視点」に沿って感じたことや考えたことをグループで交流する場合の留

意点としては、「考えの根拠となる表現を文章中から引用しながら述べる」「引用した表現につい

て、どのように読み取ったのかが分かるように説明する。特に、比喩を用いた表現については、

『誰（何）』の、『どのような』様子なのかを明確にする」ことがあげられる。 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成 30 年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」 P33～P36  

・国立教育政策研究所「平成 29 年度 全国学力・学習状況調査 授業アイディア例 中学校 国語」 

中学校第１学年 読むこと（文学的な文章） 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

 「話すこと・聞くこと」の領域において、学習指導要領の第１学年「話すこと」の指導事項（１）

アに「日常生活から話題を決め、話したり話し合ったりするための材料を人との交流を通して集め整

理すること」また、イに「全体と部分、事実と意見との関係に注意して話を構成し、相手の反応を踏

まえながら話すこと」と示されている。 

 本問では、総合的な学習の時間に「日本の伝統文化」について学習し、昨今、世界から関心を集め

る「和食」について調べ発表をする、という設定で、「3 つの資料を活用して発表すること」、「聞き

手の反応を踏まえて話すこと」、「話の構成を考えて自分の意見を述べること」を求めている。聞き手

の反応を踏まえながら話すことや複数の資料から適切な内容を選択して発表することなど、実際の授

業で行ってほしい内容を念頭に出題した。 

   

問題 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

１．目的や場面に応じた話し方のスキルを身に付ける 

  中学校第 1 学年の「話すこと・聞くこと」の学習において、小学校で身に付け

た話し方のスキルを確認すること、日常生活の中から興味・関心のある話題を

選ぶこと、材料（資料）を身近な人々の体験や知識も含めて集め、整理し、自

分の考えや意見を明確にすること、などが重要である。その際、発表の準備

として、小グループでのリハーサルを行い、発表内容や話し方だけでなく、

話の展開や構成などについてアドバイスし合う活動が効果的である。また、

このような活動の際には話し手自身がどこに注目して話を聞いてほしいか、何に関してアドバイス

してほしいかなどを聞き手に明らかにすることで、有意義な活動になることが期待できる。 

 

中学校第１学年 話すこと・聞くこと 

問題 ３ 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

設問５－１は、主語と述語の関係を理解しているかを問うものである。主語と述語の関係は、小

学校第３学年で学習する内容であるが、これまでも言葉の特徴やきまりに関する事項の定着は全国的

に課題がみられる。そこで、今年度は「さいたま市小・中一貫教育」も踏まえ、言葉のきまりにおけ

る主語と述語については小学校第３～６学年及び中学校第１、２学年で出題した。中学校第１学年で

は、主語と述語を選択する問題を出題した。なお、平成２９年度市調査【中１】５－１（正答率

76.48％）、【中 2】５－１（正答率 19.4％）で課題がみられた。 

また、５－５は、慣用句「板につく」の意味を正しく理解しているかどうかをみる問題である。

平成 3  0 年度全国調査では、Ａ８－四－１慣用句「心を打たれた」（正答率 94.8％）であった。 

 

問題 ５ 

      

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

１．言葉のきまり（文の成分）や語句・語彙について指導を工夫する 

  主語と述語の関係は、文の骨格をなし、明瞭な文を書く上で最も基礎となるものである。主語と

述語の照応関係が大切であるということについて、文や文章を理解したり表現したりするときに強

く意識できるように指導することが必要である。言葉のはたらきについては、様々な場面で学習し

た内容を復習する機会を設けるとともに、日常の言語活動を振り返り、言葉の特徴やきまりについ

て気付かせ、言語生活の向上に役立てるようにすることが重要である。また、「書くこと」の領域を

学習する際には、主語・述語の関係を明らかにして、文章を構成することが効果的である。  

  語句・語彙に関しては、辞書的な意味を踏まえるとともに、思考力や想像力をはたらかせて文脈

において具体的かつ個別的にとらえることになる。また、語句が文章の中で果たしている役割を考

えることが大切である。さらに語感を磨くためにも、多くの本を読むこと、新しく出合った言葉を

取り立てて、辞書にある様々な意味から文脈上の意味を考えることを習慣化させることが大切であ

る。 

授業アイディア例にある「語彙手帳」も語感を磨き語彙を豊かにするためには有効である。 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成 30 年度 全国学力・学習状況調査 授業アイディア例 中学校 国語」 

中学校第１学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

問題 ５ １、５ 

28



【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

 「書くこと」の領域において、中学校学習指導要領の第１学年の指導事項（１）ウに「伝えたい事

実や事柄について、自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと」と示されている。本市では平

成２７年度よりチャレンジ問題として「書くこと」に関する問題を出題している。また全国学力・学

習状況調査においても、「本や文章などから目的に応じて必要な情報を読み取り、根拠を明確にして

自分の考えを書くこと」を求める「書くこと」に関する内容が出題されている。 

  本問は、複数の資料（写真とアンケート）から必要な情報を読み取り、さいたま市こども観光大使

として、本市の魅力をＰＲする写真を一つ選び、その選んだ理由を書くという設問である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

１．本や資料から目的に応じて必要な情報を読み取る 

  実際の授業では、▶【第 1 時】➊複数の資料を読み、二つ以上の資料の情報を関連させて考え

たことや疑問に思ったことをノートに書く。➋ ①で書いたノートを基に、どのような情報をどの

ように関連させてどのように考えたのか（写真を選んだ理由）を交流し、自分の考えを広げる。➌

交流した内容を踏まえ新たに考えたことや疑問に思ったことなどをノートに書く。▶【第２時】➍

第 1 時に書いたノートを参考にしながら、提示された課題（さいたま市をＰＲする文）について

の自分の考えを書く。➎必要に応じて、学校図書館やインターネットなどを利用して、自分の考え

を補足するための資料を収集する。▶【第３時】➏第２時に書いた文章を互いに読んで、二つ以上

の資料から取り出した情報を関連させながら、自分の考えを具体的に書いているかどうかという観

点で話し合い、それを基に書き直す。などの学習が考えられる。 

複数の資料や情報を関連付けて自分の考えをまとめる能力を育成するため、目的に応じて読み取

った情報を基にして話し合ったり、同じ目的で書かれた複数の文章や資料などを読み、情報の提示

方法を比較したりするなどの活動を行うことが大切である。 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成 27 年度 全国学力・学習状況調査 授業アイディア例 中学校 国語」 

中学校第１学年 書くこと 

問題 ６ 

問題 ６ 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

読
む
こ
と 

１ 文学的な文章 

本問題は、登場人物の言動の意味、叙述に沿った内容の理解、心情の

変化を読み取ることなどを求めている。 

これまでの市調査【中２】１と同様、基礎問題を中心に出題した。 

２ 説明的な文章 

本問題は、論の展開を正確に理解し、抽象的な概念を表す語句の役割

に注意して読むことや各段落が文章全体の中で果たす役割など文章全体

と部分の関係を考えて文章を読み取ることを求めている。 

これまでの市調査【中２】２と同様、基礎問題を中心に出題した。 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

３ 

相手の反応を踏
まえて話すこと 

 本問題は、話合いをする際に、目的に沿った話合いになるように、適

切に質問すること、話合いを効果的に展開させる発言の役割について理

解することを問うものである。国語の学習と日常生活の様々な場面が密

接に結び付いていることを生徒に意識させ、主体的な学びにつなげるた

めに、「話すこと・聞くこと」と日常生活とを結び付けた内容を、平成

27 年度以降継続して出題している。  

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

４ 漢字 

 本問題は、これまでの市調査や全国調査において正答率が低かったも

のを中心に、文脈に即して漢字を正しく書くこと、文脈に即して正しく

漢字を読むことを日常生活の場面と結び付けた文で出題した。 

５ 

主語と述語 

本問題は、主語と述語の関係を理解しているかを問うものであり、こ

れまでの市調査や全国調査において主語と述語の理解に課題がみられた

ため、小学校第３～６学年及び中学校第１、２学年で出題した。 

平成２９年度市調査【中１】【中２】（正答率 76.4％、19.4％） 

平成２７、２８年度市調査【中２】（正答率 56.4％、52.8％） 

接続語 

本問題は、接続語について理解しているかを問うものであり、これま

での市調査や全国調査において課題がみられたため、中学校第１、２学

年で出題した。 

平成２9 年度市調査【中 1】【中 2】（正答率 22.4％、86.5％） 

書写 
  本問題は、中学校第１学年で学習した行書の基礎的な書き方を理解し

ているかを問うものである。平成２9 年度市調査【中２】（正答率 49.6％） 

古
文 

歴史的 
仮名遣い 

本問題は、文語のきまりについて理解できているかを問うものである。

これまでの市調査と同様、確実に身に付けてほしい基礎問題を出題した。 

内容理解 
本問題は、古文の内容を理解しているかを確認するため、主語（動作

主）について出題した。 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

６ チャレンジ問題 

本問題は、「書くこと」及び「読むこと」の領域からチャレンジ問題と

して出題した。我が国の「食品ロス」に係る複数の資料から、根拠を明

確にして考えをまとめ（はじめの文）、それをグループで読み合い、助言

を基に分かりやすく書き直すという設問である。「書くこと」の推敲を踏

まえ、書いた文章を読み返し、伝えたい内容が十分に表されているかを

検討することができるかどうかをみる問題である。 

複数の資料から適切な情報を得て、根拠を明確にして自分の考えをま

とめる同様の問題は平成２７年度から継続して出題している。 

 

ⅵ 中学校第２学年 
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問題形式

基
礎
問
題

活
用
問
題

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に

関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

記
述
式
・
記

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率
（
％
）

無
解
答
率
（
％
）

出
題
年
度
・
調
査
名
【
学
年
】

正
答
率
（
％
）

出
題
学
年

正
答
率
（
％
）

1-1 ○ ○ ○ 選 81.9 0.1

1-2 ○ ○ ○ 短 78.1 2.5

1-3 ○ ○ ○ 選 63.4 0.3

1-4 ○ ○ ○ 記 27.9 4.1

2-1 ○ ○ ○ 選 58.6 0.5

2-2 ○ ○ ○ 選 89.4 0.3

2-3 ○ ○ ○ 選 46.2 0.4

2-4 ○ ○ ○ 選 65.6 0.6

3-1 ○ ○ ○ 選 76.7 0.6

H29市
【小６】
【中１】
【中２】

76.5
83.9
76.2

中１ 61.9

3-2 ○ ○ ○ 記 32.9 4.4

3-3 ○ ○ ○ 選 83.4 1.2

4-1 ○ ○ ○ 短 61.0 15.8

4-2 ○ ○ ○ 短 37.3 14.0

4-3 ○ ○ ○ 短 79.7 3.6

4-4 ○ ○ ○ 短 66.8 16.2

4-5 ○ ○ ○ 短 83.8 1.9

4-6 ○ ○ ○ 短 62.2 13.2
◎H24全国
【中３】

4-7 ○ ○ ○ 短 90.4 1.5

4-8 ○ ○ ○ 短 75.7 5.5

5-1 ○ ○ ○ 選 32.6 1.0

H27全国
【小６】
H29市

【中１】
【中２】

50.0

76.4
19.4

中１ 69.3

5-2 ○ ○ ○ 短 68.6 2.2

H25全国
【小６】
H28市

【中１】
【中２】
H29市

【中１】
【中２】

28.0

47.9
72.6

22.4
86.5

中１ 63.7

5-3 ○ ○ ○ 選 83.5 0.8
H29市

【中２】
84.6

5-4① ○ ○ ○ 選 56.3 2.2

5-4② ○ ○ ○ 短 59.8 5.7

H28市
【中１】
【中２】
H29市

【中１】
【中２】

79.3
79.5

79.2
83.3

中１ 78.6

6 ○ ○ ○ ○ ○ 記 1.8 14.4
複数の資料を基にして書いた文章を
読み返し、読みやすく分かりやすい
文章にすることができる。

主語と述語の関係について理解して
いる。

接続語について理解している。

漢字の行書の基礎的な書き方につい
て理解して書くことができる。

古文における主語と述語の関係を理
解して古典の世界に触れることがで
きる。

歴史的仮名遣いを、現代仮名遣いに
直して読むことができる。

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができる。（革新的）

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができる。（相違）

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができる。（分析）

読み取った事柄に基づきながら、登
場人物の心情について理解すること
ができる。

文章中の内容を整理し、必要な情報
を正しく理解することができる。

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができる。（備えて）

設問番号 設問のねらい

問題

２　調査問題一覧表【設問別】                 

登場人物の心情や行動に注意して読
み、内容を理解している。

必要に応じて質問しながら聞き取る
ことができる。

話題になっている物事について別の
視点から考えることができる。

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができる。（方針）

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができる。（多様性）

聞き手の反応を踏まえながら、工夫
して話すことができる。

文脈の中における語句の意味を的確
にとらえ、理解することができる。

文脈に即して漢字を正しく書くこと
ができる。（会議）

論の展開を追いながら正確に読み取
ることができる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　複数ある場合は、代表的なものを挙げている（同一問題には◎を付けている）。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
　「記述式」とは、いくつかの選択肢やいろいろな考え方、答え方があるものなどについて、自分の考えを明確にして書く問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

学習指導要領の領域等 評価の観点 過去同一問題等 複数学年での出題市

文脈に即して漢字を正しく読むこと
ができる。（尊さ）

叙述に沿って、文章の内容を正確に
読み取ることができる。

登場人物の心情や行動に注意して読
み、内容を理解している。

段落が文章全体の中で果たす役割に
ついてとらえることができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

 

【特徴的な問題】 

 問題 ２ 佐藤 成美 著『おいしさの科学』より 

 

出題の趣旨 

説明的な文章は、論の展開の中心となる部分とそれを支える例示や引用などの付加的な部分とが組

み合わされていたり、事実を述べた部分と意見を述べた部分とで構成されていたりする。説明的な文

章の特徴を踏まえて読むことで、内容を把握することができる。 

本問では、文章の展開に即して情報を整理し、内容をとらえること、段落が文章全体の中で果たす

役割をとらえ、内容の理解に役立てることなどを求めている。 

資料文は、佐藤 成美 著『おいしさの科学』からの抜粋である。ここでは、日本人の主食である

「米」のおいしさの秘密について述べている。 

なお、平成 2９年度市調査【中２】２と同様、中学校学習指導要領解説 

「読むこと」の指導事項に沿った基礎問題を中心に選択式の形で出題した。 

 

指導のポイント 

１．文章の展開に即して情報を整理し、内容をとらえる 

説明的な文章を読む際には、文章の構成や展開に即して情報を整理し、内容をとらえるように

指導することが大切である。文章の内容をとらえる際には、中心となる話題や重要な言葉がどの

ように言い換えられたり、繰り返し用いられたりしているのかを考えさせる必要がある。また、

目的に応じて必要な情報を読み取る際には、自分にとって必要な事柄を明確にし、それに応じて

情報を取捨選択しながら読み進めるように指導することが大切である。そのためには、例えば全

員が同じ目的で読むだけではなく、同一の教材を用いた学習であっても、個々に異なる目的をも

って文章を読んで必要な情報を整理することなどが考えられる。 

２．段落が文章全体の中で果たす役割をとらえ、内容の理解に役立てる 

説明的な文章を読む際には、段落ごとの内容をとらえたり、段落相互の関係を正しく押さえた

りしながら、文章全体におけるそれぞれの段落の役割をとらえるように指導することが大切であ

る。例えば、目的に応じて説明的な文章を読み、文章中に示されている具体的な例が、書き手の

論の展開の中で果たしている役割について考えたり、各段落で述べられている事柄の順序が書き

手の考えにどのような説得力をもたらしているかなどについて考えたりしながら文章の内容を理

解するなどの学習活動が有効である。 

 

▶【言語活動】「興味をもったり疑問に思ったりしたことについて調べる。」 

 

 

                              

 

 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成 30 年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」 P40～P43  

・国立教育政策研究所「平成30年度 全国学力・学習状況調査 授業アイディア例 中学校 国語」 

中学校第２学年 読むこと(説明的な文章) 

 新聞や雑誌、テレビの報

道などから興味をもったり

疑問に思ったりしたことを

書き留めておく。 

（授業前の準備） 

身の回りの様々な事象から興味をもったり疑

問に思ったりしたことを出し合い、グループで

一つの課題を設定する。ワークシートを活用

し、課題を解決するために必要な情報を収集す

ることについて見通しを立てる。ワークシート

を基に、実際の情報を収集する。（第１・２時） 

必要な情報を収集するための方法と

して適切であったかどうかについて、

グループで話し合い、必要に応じて再

収集の方法について考える。収集した

情報を整理し、グループで設定した課

題を解決する。（第３・４時） 
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【特徴的な問題】 

出題の趣旨 

 「話すこと・聞くこと」の領域において、学習指導要領の第２学年の指導事項（１）オに「相手の

立場や考えを尊重し、目的に沿って話し合い、互いの発言を検討して、自分の考えを広げること」と

示されている。 

本問では、「目的に沿った話合いになるように、適切に質問すること」、「話合いを効果的に展

開させる発言の役割について理解すること」を求めている。ここでは文化祭での発表の内容を決める

ことを題材にして、各班からの提案を基に学級全体で話合いを進める場面を設定した。 

 なお、平成２７年度より「話すこと・聞くこと」に関する内容を実際の授業での活用を念頭に出題

している。 

  

問題 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

１．目的や場面に応じた話し方のスキルを身に付ける 

（１）話合いをする際には、目的に沿った話合いになるよう指導する必要があ 

 る。そのためには、お互いの発言に対して、その意図や理由が不明確な場合 

は、質問をしたり確認をしたりするなど、テーマとの関係を考えさせながら 

話合いが効果的に展開するよう指導することが重要である。 

（２）話合いを効果的に進めるためには、話合いの話題や方向をとらえて自分の 

考えをまとめ、新たな視点から提案するなど、課題の解決に向けて互いの考えを生かし合うよう

指導することが大切である。また、パネルディスカッションなどのように、異なる立場の意見を

聞いて自分の考えを深めていくことができる学習活動を工夫する必要がある。 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成 22 年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語」 P125～P127  

中学校第２学年 話すこと・聞くこと 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

５－２は、「二文で書かれた文章を、適切な接続語を用いて一文にすること」を問う設問である。

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」中学校第１学年イ（エ）に示されている「単語の類

別について理解し、指示語や接続詞及びこれらと同じような働きをもつ語句などに注意する。」とい

う内容が身に付いているかどうかをみる問題である。 

接続語に関する問題については、市調査平成２８年度【中１】正答率 47.9％、【中２】正答率

72.6％。同平成２９年度【中１】22.4％。【中２】86.5％で中学校第 1 学年に課題がみられる。 

５－４は、①は、古文の内容を理解しているかどうかをみるために主語（動作主）について出題

した。また、②は、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる問題で

ある。歴史的仮名遣いに関しては、市調査平成 29 年度【中１】正答率 79.2％、同【中２】正答率

83.3％、全国調査平成３０年度【中３】正答率 63.4％である。 

 

問題 ５ 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

１．接続語についての指導を工夫する 

接続語とは、接続詞や接続助詞を含む「つなぎの言葉」といわれるものである。このような文法

的な内容を理解することも必要だが、それ以上に日常生活の場面における指導が大切である。そこ

で、言葉のきまりについて学ぶ際に、接続語を分類したり、接続語を用いた短文を書いたりするこ

とで、使い方を実感的に理解することや、「書くこと」の授業において、接続語を効果的に用いて

分かりやすい文を書く学習活動などが有効である。 

 

２．文語のきまりについて理解する 

 文語のきまりについては、言葉の意味を考えながら音読したり、音読を聞いたりすることを通し

て古典特有のリズムを味わいながら理解するように指導することが大切である。 

  なお、古典の学習の際には、例えば、古典の文章と現代語訳とを併せて読んで内容を理解したり、

古典の文章とともに示されている解説文などを手掛かりにして内容を理解したりするなどの学習

活動が考えられる。 

中学校第２学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

本

文

略 

問題 ５ ２、４ 
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【特徴的な問題】 

 

出題の趣旨 

 「書くこと」の領域において、中学校学習指導要領の第 2 学年の目標に「目的や意図に応じ，社

会生活にかかわることなどについて，構成を工夫して分かりやすく書く能力を身に付けさせるととも

に，文章を書いて考えを広げようとする態度を育てる」とある。この目標を受けて、指導事項ウ、

エ、オに「記述」「推敲」「交流」に関する内容が示されている。今回は、これに、中学校第 1 学年

の指導事項ウ、エ、オを関連させて「書いた文章を読み返し、伝えたい内容が十分に表されているか

を検討することができるかどうか」をみる問題を出題した。 

 

問題 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

１．本や資料から目的に応じて必要な情報を読み取る 

  本調査では平成２７年度よりチャレンジ問題として「書くこと」及び「読むこと」に関する問題

を出題している。本問では、昨今社会問題となっている我が国の「食品ロス」に係る複数の資料か

ら、根拠を明確にして自分の考えをまとめ、さらにグループで読み合い、助言を基に分かりやすく

書き直すという学習活動を想定し問題を設定した。 

  実際の授業では、▶【第 1 時】➊複数の資料から分かったことをノートに書く。➋ ①で書い

たノートを基に、課題について根拠を明確にして考えをまとめる。➌書いた文章をペアやグループ

で読み合い、表記や語句の用法、叙述の仕方、伝えたい事柄等にふさわしい語句や文の使い方、文

や段落相互の関係などの意見や助言を基に、新たに考えたことや疑問に思ったことなどをノートに

書き加える。▶【第２時】➍ ③までのノートを参考にしながら、提示された課題について自分の

考えを書く。➎必要に応じて、学校図書館やインターネットなどを利用して、自分の考えを補足す

るための資料を収集する。▶【第３時】➏書いた文章を互いに読み合い、文章の構成や材料の活用

の仕方などを踏まえ、工夫した点などについて交流したり助言したりするとともに課題に対する考

えを互いに深める、などの学習が考えられる。こうした複数の資料や情報を関連付けて自分の考え

をまとめるような課題を、授業の中に意図的・計画的に取り入れていくことが大切である。 

 

（参照） 

・国立教育政策研究所「平成 27 年度 全国学力・学習状況調査 授業アイディア例 中学校 国語」 

中学校第２学年 書くこと 

問題 ６  
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Ⅲ 調査結果概況【市全体】

小学校第３学年【国語】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全１５問）

正答数ごとの人数の割合を示したものです。
例えば、１５問中１２問正答した児童の割合が１２．０％
程度であることを表しています。

（正答数）

（人数の割合）

小学校第４学年【国語】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全１５問）

（正答数）

（人数の割合）

数字・・・市の平均正答率（％）

数字・・・市の平均正答率（％）
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小学校第５学年【国語】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２０問）

（正答数）

（人数の割合）

小学校第６学年【国語】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２０問）

（正答数）

（人数の割合）

数字・・・市の平均正答率（％）

数字・・・市の平均正答率（％）
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中学校第１学年【国語】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２５問）

（正答数）

（人数の割合）

中学校第２学年【国語】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２５問）

（正答数）

（人数の割合）

数字・・・市の平均正答率（％）

数字・・・市の平均正答率（％）
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Ⅳ 成果・課題と解決の糸口 

（１）小学校                      ※  線は、解決の糸口 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

○各学年で出題した「文の中の主語と述語の関

係を理解すること」については、平成２９年

度の市調査に比べ、改善の傾向がみられる。

「書くこと」や「読むこと」の学習と関連さ

せ、様々な文の主語と述語との関係を押さえ

ながら指導をした成果だと考えられる。 

○小６で出題した「目的に応じて、図と表を関

係付けて読むこと」「文章の内容を的確に押

さえたり、事実と感想、意見などの関係を押

さえたりしながら読むこと」「必要な情報を

得るために効果的な読み方を工夫すること」

については、相当数の児童ができている。目

的に応じて、複数の本や文章などを様々な読

み方で読むことを、課題解決の過程に適切に

位置付けて指導してきた積み重ねであると

考える。 

＜課題と解決の糸口＞ 

▲小３、小４で出題した「はがきの表書きに必

要な事柄の順序を考えて書くこと」で課題が

みられる。はがきの基本的な形式とともに、

その形式がもつ意味について理解できるよ

うに指導することが大切である。 

▲小３の「互いの考えを聞き、考えの共通点や

相違点を整理しながら、進行に沿って話し合

うこと」で課題がみられる。様々な話合いの

場面で、発言の共通点や相違点を確認したり

内容をまとめたりする機会を増やす場面を

できるよう指導する必要がある。 

▲小５の「目的や意図に応じて、必要な事柄を

整理して簡潔に書くこと」で課題がみられ

る。書く材料についての情報の収集や構成、

まとめ方などを、目的や意図と照らし合わせ

ながら工夫する学習を積み重ねる必要があ

る。 

＜成果＞ 

◯中１では、「読むこと」の「登場人物の心情

や行動に注意して読み、内容を理解するこ

と」や「文章中の内容を整理し、必要な情報

を正しく読み取ること」など基礎的・基本的

な内容についてはできている。また、「伝統

的な言語文化と国語の特質に関する事項」

（以下、「言語事項」）の「文脈に即して漢字

を正しく読むこと」はおおむねできている。 

◯中２では、「読むこと」の「登場人物の心情

や行動に注意して読み、内容を理解するこ

と」、「叙述に沿って文章の内容を正確に読み

取ること」、「文脈の中における語句の意味を

的確にとらえ、理解すること」はできている。

「話すこと・聞くこと」の「話題になってい

る物事について別の視点から考えること」は

できている。 

＜課題と解決の糸口＞ 

▲中１では、「話すこと・聞くこと」の、「聞き

手に分かりやすく話すために、適切な資料を

効果的に活用すること」、「伝統的な言語文化

と国語の特質に関する事項」の「漢字の筆順

を正しく書くことや語句の意味を適切に使

うこと」に課題がある。資料作りの工夫や語

彙を豊かにする指導の工夫が大切である。 

▲中２では、「書くこと」（チャレンジ問題）で

は、「複数の資料の情報を正確に読み取るこ

と」、「書いた文章を助言を基に分かりやすい

文章に書き直すこと」、併せて「問題文を正

確に読み取ること」に課題がみられた。日頃

より書く活動を積極的に取り入れるととも

に、時事的な事柄など社会生活の中からも題

材を集め、複数の資料や情報を関連付けて自

分の考えをまとめる活動などを工夫して行

いたい。 
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